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ヒ メ ト ビ ウ ン カ の 人 工 摂 食1
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吸収 口を もつ昆虫 の人工摂食法は,CARTER (1927)が 薄 膜

を通 して液 体飼料 を ヨコバイ に吸わ せる方 法を考案 して以来,

いろいろ改 良を加え られ て来た。 と くに うす く引 き 伸 ば し た

Parafilm (American Can Co., Neenah, Wisconsin)が ア

ブ ラムシの人工摂食に有効であ るこ とが知 られてか らは,ア ブ

ラムシの人工摂食に よる実験が容易 にな り,ア ブラ ムシの 人工

飼育法が確立 され,ア ブ ラムシの栄養要 求が 明らかにされつつ

あ る。 しか しウンカ ・ヨコバイ類 についての この種の 研 究は 非

常に少な く,ア ブ ラムシに比べ てはるか に遅 れてい る と云わ ざ

るを えな い。筆者 らは ヒメ トビウンカを アブ ラムシ と 同様の方

法で人工摂食 させ るこ とができ ることを認 めたので,こ こにそ

の方法 およびそれ を用 いて行な った実験 の結果 を報告 す る。

ヒメ トビウンカは 実験室内 で,イ ネ芽 出しを用い,25℃ 長 日

条件 下で 継代 飼育を してい る赤眼系統を使用 した。 飼育容器は

内径25mm,高 さ30mmの 円筒状 ガラス ビンで,ビ ン内にあら

か じめ 供試虫 を入 れ,上 面を面積 に して 約4倍 に引 き伸ば し

たParafilmで おお った。Parafilmの 張 り方,液 体 飼料 の載せ

方はMITTLER and DADD (1964)に 従 った。 液 体 飼 料 は

MITTLER and DADD (1962)の アブ ラムシ 用の飼料に順 じ,

そ の庶糖 濃度を5%に,ま たpHを6.5に 変 えたものである。

飼料 は1日 おきに と りか え,実 験はすべて25℃ 16時 間照 明下

で行 な った。 飼育容器 はParafilmで 密封 され るため,外 部 と

の空気 の流 通は断たれ るが,こ の状態で ヒメ トビウンカは2日

以 内に窒 息死す ることは なか った。

まず,1令 幼虫か ら個体飼育を して,生 存期間 を調 べた。 供

試虫 は イネ芽出 し上でふ化 し,1～2日 間 イネ芽 出しを吸汁 した

ものを用いた。 また同様の方法 で3令 までイネ芽 出 しで 飼育 し

た幼虫につ いて も,そ の生存期間 を調べ た。1令 か ら飼育 した

場合,対 照 区のイネ芽 出 し飼育 では初期に死亡す るものが多 く,

その後は あま り死亡 しなかったが,人 工 飼料 では,全 期間を通

じほぼ一定 して死亡 がお こった。3令 か ら人工飼料に 移 した場

合は死亡率 がい く分低 か った(第1図)。

上記実験期間 中,脱 皮 は各区におい て観察 された が,令 期間
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第1図 人工 飼料 による ヒメ トビウンカ 幼虫の

生存曲線。 ○:1令 か らイネ芽 出し飼育,供 試 虫数46;

□:1令 から 人工飼料 を与 えた場合,供 試虫 数165;

Δ:3令 か ら人工飼料 に移 した場合,供 試虫数60。

第1表 人工 飼育 に よるヒメ トビウ ンカ

の令期間 の延 長

*3令 から人工 飼料 に移 した場合。

は人工飼料 区の方が対照 区に比 していずれ も長 く,ま た令が 進

むにつれてその差が大 き くな った(第1表)。1令 か ら人工飼料

で飼育 した場合 には5令 まで 達 したが 成虫 にな った ものはなか

った。3令 か ら人工飼料 に移 した 場合 はかな りの個体が 成虫 ま

で発育 した。

次に飼料 の組成 は変 えず,pHだ けをKOHま たはHCl添

加に よ り変 えて,飼 料 のpHが 生存期間に及 ぼす影響 を 調 べ

た。 供試虫には3令 幼虫 を用い,1ビ ン当た り5頭 ずつの集合

飼育 を行 なった。結果は第2図 に示 す通 りで,pH 9.5で 最 も

生存率 が低 かったが,こ の区では飼料 中に沈澱 を 生 じた ので,

純粋 にpHの 影響だけ であるか否かを決 定す ることはできなか

った。pH 4.5よ り酸性側では生存率 は明 らかに低 く,pH 6.5～

8.5の 間では顕著 な差はみ られ ずこの 範囲以外 のpHに お ける

よ り生存率が高 かった。AUCLAIR (1967)は ワタアブラムシの

生存期間,生 体重,産 仔 数に対す る至適pHは7.4～7.8で ある

第2図 飼料のpHと ヒメ トビウンカ幼虫 の生

存率 。供試虫は各 区 とも3令50頭 。

が,ア ブ ラムシはかな り広 い範 囲のpHに 耐え ると報告 してい

る。 ヒメ トビウンカの場合 も生存期 間に対 す るpHの 影響 はあ

ま り顕著 でな く,し たがって飼料のpHの 多少 の 変動 が 摂 食

量,生 存期間,成 長 などに対 し重大 な影 響を与 える とは思 われ

な い。

以上 の実 験 に より,ヒ メ トビウンカもアブラムシ と 同 様 に

Parafilm膜 を通 して 液 体飼料 を 吸汁 させ ることが できるこ と

が 明らか になったので,今 後 は この方法 を用 いて,ヒ メ トビウ

ンカ の栄養要求 を調 べる ことが可能で ある。 また栄養要求 の研

究 とあいま って,飼 料 の改良に よ り,人 工飼料 による継代 飼育

も可能 となるであろ う。 一 方,こ の方法に よ り短期間 に特 定の

液体 を吸汁 させ るこ とができるので,ウ イルスの人 為獲 得に も

有効 な手段 とな るで あろ う。 また,抗 生物質 な どを吸汁 させ る

ことに より,ヒ メ トビウンカの 体内か ら共生微生物 を駆 除す る

ことができれば,共 生微生物が果 している 役割 について も研 究

の手がか りが得 られ るもの と思われ る。
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